
れ
た
。

鍋
の
蝋
を
取
っ
て
何
か
渦
巻
の
や
う
な
も
の
を
招
へ
た
が
、
忽
ち
蝸
牛
が
出

来
た
ぢ
や
な
い
か
、

陛
下
も
そ
れ
を
御
覧
に
な
っ
て
、
微
笑
ま
せ
ら
れ
た

さ
う
で
あ
る
。

（
鈴
川
君
談
）

生
徒
が
蛾
型
の
出
束
か
4

り
を
先
生
に
見
せ
る
と
一
日
が
か
り
で
先
生
が

作
り
あ
げ
て
し
ま
ふ
。
ズ
ル

イ
生
徒
は
そ
れ
を
承
知
し
て
、
わ
ざ
と
先
生
に

預
け
て
し
ま
つ

て
自
分
は
遊
ん
で
ゐ
る
。

（
香
取
秀
真
「
大
島
先
生
の
追
憶
」

『
大
島
如
雲
先
生
年
諮
』

昭
和
十
六
年
東
京

鋳
金
会
編

・
発
行
）

な
お
、
「
高
村
豊
周
先
生
と
語
る
」

忌
祈
念
号
。
昭
和
四
十
八
年
七
月
、
鋳
金
家
協
会
）
の
豊
周
と
内
藤
春
治
の
対
談
中

に
は
教
師
と
し
て
の
如
雲
を
如
実
に
語
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

如
雲
は
昭
和
十
五
年
に
八
十
―
―
―
歳
で
死
去
し
た
が
、
そ
の
年
の
十
月
に
は
本

校
工
芸
科
棟
玄
関
前
に
新
田
藤
太
郎
作
の
銅
像
が
建
設
さ
れ
た
。

如
雲
の
退
官
後
、
四
月
二
十
二
日
に

至
り
、
鋳
造
科
に
講
師
（
鋳
造
実
習
、

鋳
造
製
作
法
担
当
）
と
し
て
採
用
さ
れ
た

の
は
丸
山
義
男
（
不
忘
）
で
、
彼
は

（
『
鋳
金
家
協
会
会
報
』
高
村
豊
周
先
生

一
周

明
治
二
十
三
年
四
月
五
日
山
形
県
米
沢
市
生
ま
れ
。
米
沢
中
学
校
卒
業
後
本
校

鋳
造
科
に
入
学
し
、
大
正
六
年
に
卒
業
し
て
香
川
県
立
工
芸
学
校
の
教
師
と
な

っ
た
が
、
同
十
年
辞
任
し
て
西
巣
鴨
町
堀
ノ
内
百
六
十
二
番
地
に
鋳
金
美
術
工

場
を
設
け
て
経
営
に
あ
た
っ
た
。
本
校
へ
は
津
田
信
夫
の
推
挙
に
よ
り
採
用
さ

鈴
川
信
一
の
略
歴
と
後
任
生
徒
主
事
佐
々
木
卓
に
つ
い

て
は
四

二
0
頁
に
記

し
た
と
お
り
で
あ
る
。
増
井
兼
吉
は
帝
国
博
物
館
屈
を
経
て
明
治
一二
十
二
年
本

校
屈
、
次
い
で
同
四
十
年
書
記
と
な
っ
た
。
同
二
十
九
年
以
降
軍
籍
（
近
衛
工

兵
大
隊
）
に
あ
り
、
度
々
召
集
を
受
け
て
台
湾
、
朝
鮮
、
清
国
出
兵
に
応
じ
、

本
校
で
は
そ
の
軍
隊
訓
練
の
経
験
を
生
か
し
て
生
徒
の
修
学
旅
行
の
引
率
に
あ

た
っ
た
。

合
田
清
は
明
治
十
三
年
か
ら
同
二
十
年
に
亙
る
フ
ラ
ン
ス
滞
在
中
に
西
洋
木

版
技
法
を
修
得
し
、
帰
国
後
は
生
巧
館
を
起
こ
し
て
そ
の
技
法
を
教
え
、
木
口

木
版
の
名
手
と
し
て
聞
こ
え
た
が
、
本
校
で
は
明
治
二
十
九
年
以
降
、
単
に
フ

ラ
ン
ス
語
の
嘱
託
教
師
と
し
て
遇
さ
れ
た
。
本
校
に
臨
時
版
画
教
室
が
設
置
さ

れ
、
生
徒
の
兼
習
が
許
可
さ
れ
る
の
は
昭
和
十
年
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら

生
徒
の
間
に
は
版
画
研
究
の
動
き
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
校
友
会
に
「
椎
の
木

の
会
」
と
称
す
る
版
画
ク
ラ
ブ
が
出
来
、
昭
和
一
二
年
二
月
十
七
、
十
八
日
に
創

作
版
画
第
一
回
展
を
開
催
し
た
。
合
田
は
十
八
日
に
招
か
れ
て
「
西
洋
版
画
に

就
い
て
」
と
題
し
て
講
演
し
て
お
り
、
そ

の
概
要
が
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会

月
報
』
第
二
十
六
巻
第
八
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

③

正
木
直
彦
の
退
官
と
赤
間
信
義
の
校
長
事
務
取
扱
就
任

昭
和
七
年
三
月
三
十

一
日、

正
木
直
彦
が
校
長
を
辞
し
、
文
部
省
専
門
学
務

局
長
赤
問
信
義
が
校
長
事
務
取
扱
と
な
っ
た
。
正
木
は
一二
十

一
年
間
校
長
を
つ

と
め
、
そ
の
間
、
正
木
の
美
術
学
校
と
称
さ
れ
る
ま
で
に
本
校
は
彼
の
統
率
の

下
に
進
展
を
遂
げ
た
が
、
彼
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
後
任
の
人
材
が
無
く
、
ま

た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
美
術
界
に
波
瀾
を
巻
き
起
こ
す
恐
れ
も
多
分
に
あ
っ
た

の
で
、
各
方
面
か
ら
異
論
の
出
な
い
人
物
が
選
ば
れ
る
ま
で
、
正
木
と
意
思
の

疏
通
の
あ
る
赤
問
が
暫
定
的
に
後
任
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

正
木
校
長
時
代
を
象
徴
す
る
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
の
最
終
巻

（第

三
十
一
巻
第
一
号
）
の
巻
頭
を
飾
る
の
は
正
木
と
赤
間
の
挨
拶
の
辞
で
あ
る
。
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や
っ
て
ゐ
ま
す
。
最
近
や
り
ま
し
た
こ
と
で
は
一帝
國
議
會
を
漆
で
装
飾
し
金

は
数
課
の
方
の
効
果
を
宜
地
に
現
す
た
め
に
依
騒
の
製
作
で
色
々
の
こ
と
を

ら
快
い
や
う
に
感
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
長
く
長
く
學
校
に
開
係
す
る
人

正
木
前
學
校
長
の
職
員
一
同
に
到
す
る
挨
拶
の
辟

御
挨
拶
申
し
ま
す
。
私
は
明
治
三
十
四
年
八
月
裳
校
長
を
拝
命
致
し
ま
し

て
か
ら
、
今
日
に
至
り
ま
す
ま
で
約
三
十
年
以
上
に
な
り
ま
し
た
が
、
其
の

間
先
づ
大
過
な
く
過
す
こ
と
の
出
来
ま
し
た
の
は
、
全
く
先
生
方
の
其
の
職

に
善
く
御
端
し
下
さ
れ
た
餘
鹿
で
、

妓
に
厚
く
御
藷
申
し
ま
す
。
斯
く
長
く

な
り
ま
し
た
の
は
、
全
く
私
は
平
凡
に
暮
し
た
か
ら
で
あ
り
ま
し
て
、
又
際

立
っ
た
こ
と
が
嫌
で
あ
る
の
と
、
何
で
も
事
柄
を
な
だ
ら
か
に
演
し
た
い
と

云
ふ
性
質
か
ら
因
循
な
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
故
に
何
等
の

波
瀾
も
な
く
長
い
間
の
御
奉
公
を
終
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
其
の
間
に
色

々
な
美
術
上
の
こ
と
、
學
校
の
闊
係
の
こ
と
か
ら
、
叉
校
務
の
数
育
の
他
に
、

此
の
學
校
に
は
澤
山
の
卒
業
生
が
あ
っ
て
、
學
校
の
焚
展
と
卒
業
生
と
の
閥

係
が
非
常
に
密
接
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
學
校
長
は
そ
れ
等
の
方
々
の
為
め
に

其
の
焚
展
に
微
力
を
致
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
平
常
は
各
種
の
協
會
で

あ
る
と
か
展
覧
會
等
の
仕
事
が
澤
山
あ
り
ま
し
て
、
學
校
の
数
育
の
方
の
側

を
不
勤
に
し
た
や
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
直
接
學
校
に
梱
係
の
あ
る

や
う
な
な
い
や
う
な
事
柄
に
到
し
て
も
、
成
る
可
＜
學
校
を
培
蓑
す
る
と
云

ふ
や
う
な
心
持
を
常
に
持
つ
て
勤
め
て
ゐ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
學
校
の
数
授

材
料
等
に
就
き
ま
し
て
は
、
甚
だ
私
専
断
で
色
々
の
こ
と
を
致
し
ま
し
た
。

小
さ
い
経
済
の
中
で
あ
り
ま
す
か
ら
幾
分
の
心
壺
で
集
め
て
置
く
と
云
ふ
や

う
な
次
第
で
あ
り
ま
し
た
が
、
然
し
是
は
私
の
や
り
ま
し
た
こ
と
の
中
で
自

が
是
を
御
利
用
し
て
下
さ
る
こ
と
を
希
望
し
て
止
み
ま
せ
ぬ
。
次
に
學
校
で

ら
の
恩
遇
を
扉
け
な
う
し
て
餘
り
に
長
く
な
る
と
云
ふ
こ
と
4
、
そ
れ
か
ら

工
で
扉
を
作
る
と
云
ふ
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
。
斯
う
申
し
ま
し
た
ゞ
け
で
は

簡
箪
の
や
う
で
あ
り
ま
す
が
、
其
の
仕
事
は
宜
に
大
事
業
で
あ
っ
て
、
そ
し

て
是
は
技
術
の
先
づ
最
高
の
程
度
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
あ
の
仕
事

は
學
校
の
先
生
方
の
指
圏
で
卒
業
生
が
や
り
ま
し
た
が
、
其
の
技
術
も
徹
底

的
に
や
り
ま
し
た
故
に
、
そ
れ
よ
り
し
て
漆
工
の

こ
と
金
工
の
こ
と
等
、

學

校
の
一
般
の
程
度
を
示
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
大
き
な
依
暖
の
仕
事
で
あ

り
ま
す
為
め
に
、
巧
く
行
け
ば
＿艮
い
が
拙
く
行
っ
た
時
に
は
困
る
の
で
其
の

貼
抱
か
ら
ず
心
配
し
て
ゐ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
度
は
成
功
し
て
技
術
家
と

し
て
其
の
技
術
の
報
告
の
仕
事
を
仕
上
げ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
是
に
闘
係
せ

ら
れ
た
先
生
方
の
功
績
は
大
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
費
任
を
感
じ
て

ゐ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
三
月
で
完
結
し
ま
し
た
の
で
非
常
に
楡
快

に
思
っ
て
ゐ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
私
自
身
は
先
逹
て
一帝
國
美
術
院
長
を
拝

命
致
し
ま
し
た
際
に
、
こ
れ
か
ら
は
美
術
の

こ
と
一
般
に
開
係
す
る
こ
と

に

な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
美
術
學
校
長
の
職
を
汚
し
て
ゐ
る
の
は
幾
分

遠
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
嘗
時
直
ち
に
如
何
う

と
云
ふ
こ
と
も
難
し
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
今
日
に
至
る
ま
で
朝
廷
か

色
々
の
懸
案
も
漸
く
片
付
い
て
何
等
の
引
懸
り
も
な
い
と
云
ふ
時
に
な
っ

た

の
で
、
丁
度
此
の
際
に
此
の
學
校
長
を
御
免
を
蒙
り
そ
れ
で
餘
生
を
送
る
や

う
に
致
し
ま
し
た
。
幸
に
し
て
近
年
非
常
に
鯉
康
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
も
う

年
齢
は
づ
つ
と
前
に
保
存
期
限
は
切
れ
て
ゐ
ま
す
が
、
ま
だ
慟
け
な
い
こ
と

は
な
い
の
で
此
の
際
に
御
免
を
蒙
れ
ば
、
豫
て
や
っ

て
見
た
い
と
思
っ
て
ゐ

た
こ
と
に
着
手
す
る
こ
と
が
出
来
る
繹
で
あ
り
ま
す
。＿
帝
國
美
術
院
の
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
餘
生
を
逹
者
に
各
地
に
旅
行
を
し
て
見
た
い
と
云
ふ
や
う
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の
御
功
績
を
畢
げ
る
こ
と
は
止
め
ま
し
て
、
吾
々
図
民
と
し
て
、
文
部
省
に

を
取
扱
ふ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
門
出
の
御
挨
拶
に
致
し
ま
す
。

の
記
事
は
其
の
大
部
分
を
占
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
せ
う
。
私
は
妥
に
一
々
其

と
を
や
る
心
算
で
あ
り
ま
す
。
甚
だ
簡
輩
で
あ
り
ま
す
が
、
是
を
以
て
事
務

疑
ひ
ま
せ
ぬ
。
殊
に
営
美
術
學
校
の
歴
史
を
編
纂
す
る
時
に
は
、
正
木
先
生

つ
け
な
い
や
う
に
、
今
後
仕
事
を
御
預
り
し
て
ゐ
る
間
は
出
来
る
限
り
の
こ

の
美
術
の
こ
と
を
述
べ

、
若
し
明
治
中
年
以
後
の
美
術
史
を
叙
す
る
に
際
し

て
は
、
正
木
先
生
が
其
の
重
要
な
る
位
置
を
占
め
る
と
云
ふ

こ
と
は
信
じ
て

美
術
を
数
育
化
し
學
校
化
し
た
と
こ
ろ
の
其
の
御
功
績
は
、
若
し
維
新
以
後

と
は
一

日
の
責
務
の
上
に
開
聯
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
自
ら
常
ら
ざ

す
。
其
の
時
間
の
長
短
は
知
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
然
し
百
年
千
年
の
こ

な
心
境
で
退
職
を
願
ひ
ま
し
た
と
こ
ろ
が
、
昨
日
御
免
の
恩
命
を
蒙
っ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
叉
文
部
省
に
於
て
も
學
校
の
こ
と
に
就
い
て
重
大
に
御
考
へ

に
な
り
軽
々
し
く
後
任
の
校
長
を
御
決
定
に
な
ら
な
い
で
、
私
の
退
職
を
御

決
定
に
な
る
と
同
時
に
赤
間
専
門
學
務
局
長
が
校
長
事
務
を
取
扱
は
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
故
に
厚
く
長
い
間
御
奉
公
の
出
来
ま
し
た
御
恩
誼
を
謝

し
、
併
せ
て
後
の
校
長
を
御
紹
介
申
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。

赤
間
學
校
長
事
務
取
扱
の
同
上
挨
拶
の
辟

只
今
正
木
先
生
か
ら
御
紹
介
を
蒙
り
ま
し
た
赤
問
で
あ
り
ま
す
。
正
木
先

生
は
昨
日
を
以
て
御
退
官
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
の
御
功
績
に
就
ぎ
ま
し
て

は
、
私
か
ら
今
更
申
し
上
げ
る
こ
と
は
筋
外
れ
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
皆

様
の
方
が
一
艮
く
御
存
じ
に
な
っ
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
た
ゞ
私
の
感

じ
て
ゐ
る
こ
と
を
申
ま
す
と
、
正
木
先
生
と
言

へ
ば
美
術
學
校
、
美
術
學
校

と
謂
へ
ば
正
木
先
生
、
そ
れ
程
に
正
木
先
生
と
美
術
學
校
は
不
可
分
の
も
の

に
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
長
年
此
の
學
校
に
お
か
れ
ま
し
て
幾
多
の

御
功
績
を
畢
げ
て
ゐ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
只
今
は
御
遠
慮
に

な
っ
て
大
過
な
く
過
し
た
と
申
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
過
ど
こ
ろ
か
大
功
を
畢

げ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
美
術
學
校
の
稜
逹
、
美
術
其
の
も
の
4
稜
逹
、

居
る
者
と
し
て
、
大
い
に
感
謝
し
、
正
木
先
生
に
し
て
始
め
て
出
来
た
こ
と

に
封
し
て
、
深
く
感
銘
の
年
品
を
表
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
正
木
先
生
は
昨

日
御
退
官
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
帝
國
美
術
院
長
と
し
て
廣
く
一
般
の
美

術
に
御
閥
係
に
な
り
、
其
の
蘊
蓄
を
傾
け
ら
れ
て
更
に
御
功
績
を
示
さ
れ
る

こ
と
4
存
じ
ま
す
。
常
校
を
御
去
り
に
な
っ
て
も
従
前
の
如
く
朝
な
夕
な
御

援
助
を
蒙
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
更
に
正
木
先
生
に
は
美
術

學
校
の
鎮
守
と
し
て
此
の
こ
と
を
御
願
し
た
い
と
、
斯
や
う
に
私
は
思
ふ
の

で
あ
り
ま
す
。

次
に
私
自
身
が
本
校
の
校
長
事
務
を
取
扱
ふ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

絃
に
一
寸
御
挨
拶
致
し
ま
す
。
皆
様
の
中
に
は
不
肖
を
御
存
じ
の
方
々
が
多

敷
居
ら
れ
る
こ
と
4
存
じ
ま
す
。
こ
れ
迄
私
は
仕
事
の
上
か
ら
は
美
術
に
閥

聯
は
な
か
っ
た
と
は
言
へ
な
い
が
、
然
し
美
術
に
封
し
て
は
全
く
の
素
人
で

あ
り
ま
す
。
然
る
に
美
術
其
の
も
の
を
重
要
な
る
仕
事
と
し
て
取
扱
ふ
こ
と

に
な
り
ま
し
て
、
私
と
し
て
は
名
春
な
こ
と
で
勿
憫
な
い
と
同
時
に
又
自
ら

恥
し
い
と
も
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
た
ゞ
仕
事
の
上
の
閥
係
で
官
命
を
受
け

た
次
第
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
皆
様
の
御
援
助
と
前
校
長
の
御
援
助
に
依
り
ま

し
て
、
御
預
り
し
て
ゐ
る
間
は
出
来
る
限
り
の
こ
と
を
致
し
た
い
と
存
じ
ま

る
こ
と
も
一
艮
＜
承
知
し
な
が
ら
大
切
な
學
校
の
仕
事
に
従
ふ
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
租
極
的
に
進
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
消
極
的
に
守
つ
て
是
を
傷
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月
十
四
日
之
ヲ
免
ゼ
ラ
ル

案
科
第
二
部
ヲ
以
テ
建
築
科
ト
ッ
ク
ル
如
キ
皆
正
木
校
長
ノ
計
企
施
行
シ

是
現

元
東
京
美
術
學
校
長
正
三
位
動
一
等

奈
良
縣
在
職
中
功
績

一
、
明
治
廿
六
年
十
月
一
日
奈
良
縣
尋
常
中
學
校
長
二
任
ゼ
ラ
レ
同
年
十
二

月
一

日
同
中
學
校
敦
諭
二
兼
任
シ
明
治
三
十
年
六
月
二
至
ル

八
ヶ
月
ナ
リ

一
、
同
廿
八
年
九
月
廿
四
日
奈
良
縣
尋
常
師
範
學
校
長
事
務
取
扱
ヲ
命
ゼ
ラ

レ
廿
九
年
二
月
二
十
二
日
免
ゼ
ラ
ル

一
、
同
廿
八
年
二
月
廿
三
日
奈
良
博
物
館
學
塞
委
員
ヲ
被
仰
付
同
＝―-
十
年
六

文
部
省
在
官
中
功
績

一
、
明
治
一――
十
年
六
月
三
日
文
部
大
臣
秘
書
官
二
任
ゼ
ラ
レ
中
學
校
二
関
ス

ル
臨
時
取
調
委
員
ヲ
命
ゼ
ラ
ル

一
、
同
年
十

一
月
十
六
日
文
部
省
視
學
官
二
轄
任
シ
東
京
府
下
公
私
立
尋
常

中
學
校
ノ
巡
視
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
又
小
學
校
数
員
功
績
調
査
委
員
ヲ
命
ゼ
ラ
ル

一
、
同
舟
一
年
七
月
八
日
文
部
大
臣
秘
書
官
ヲ
兼
任
シ
大
臣
官
房
秘
書
課

功
績
調
書

正
木

直
彦

さ
て
、
こ
こ
で
赤
間
が
「
鴬
美
術
學
校
の
歴
史
を
編
姦
す
る
時
に
は
、
正
木

先
生
の
記
事
は
其
の
大
部
分
を
占
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
せ
う
。
」
と
記
し
て
い

る
よ
う
に
、
本
書
第
二
巻
以
降
は
そ
の
大
部
分
と
は
行
か
ぬ
ま
で
も
正
木
に
関

す
る
記
事
が
必
然
的
に
数
多
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
功
績

を
改
め
て
記
す
必
要
も
な
い
が
、
彼
に
本
校
名
脊
教
授
の
名
称
を
授
与
（
昭
和

七
年
六
月
六
日
）
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
上
申
書
中
に
そ
の
「
功
績
調
書
」

が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
転
載
す
る
。

在
職
三
年

長
、
高
等
数
育
會
議
幹
事
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
同
年
十
一
月
一
日
秘
書
課
長
ヲ
免

シ
文
書
課
長
兼
美
術
課
長
ヲ
命
ゼ
ラ
ル

一
、
同
舟
一
年
八
月
廿
五
日
第
一
高
等
學
校
教
授
二
兼
任
シ
舟
二
年
十
一
月

六
日
之
ヲ
免
ゼ
ラ
ル

一
、
同
舟
一
一
年
四
月
十
一
日
欧
米
各
國
へ

差
遣

ノ
命
ヲ
受
ケ
同
年
十
一
月
廿

二
日
出
発
シ
在
外
一
年
餘
ヲ
経
テ
一
二
十
四
年
―
―
一
月
廿
六
日
帰
朝
ス
此
外

遊
ハ
主
ト
ッ
テ
欧
米
各
國
ノ
學
事
及
美
術
二
関
ス
ル
調
査
ノ
為
ナ
リ
帰

朝
後
同
年
八
月
迄
文
部
省
視
學
官
ト
ッ
テ
在
任
ス
以
上
文
部
省
在
官
四

年
餘
ナ
リ

東
京
美
術
學
校
長
在
職
中
功
績

一
、
同
舟
四
年
八
月
九
日
東
京
美
術
學
校
長
二
任
ゼ
ラ

レ
爾
来
勤
緻
ス
ル
コ

ト
満
三
十
ケ
年
餘
二
及
ビ
昭
和
七
年
三
月
三
十

一
日
依
願
退
官
ジ
タ
リ

此
ノ
美
術
學
校
長
在
職
―
――
十
年
間
二
於
テ
特
殊
困
難
ナ
ル
美
術
数
育
ヲ
完

成
ス
ル
ニ
努
カ
シ
一
面
美
術
上
ノ
趣
味
思
想
ヲ
廣
ク
世
間
二
鼓
吹
シ
美
術

學
校
ヲ
シ
テ
今
日
ノ
隆
運
二
至
ラ
ッ
メ
タ
ル
功
績
ハ
最
モ
偉
大
ナ
リ
ト
謂

フ
ベ
キ
ナ
リ

一
、
明
治
四
十
年
七
月
ョ
リ
東
京
美
術
學
校
々
館
数
室
ノ
新
築
並
改
築
二
着

手
シ
大
正
三
年
三
月
二
至
リ
約
七
年
ヲ
閲
シ
テ
之
ヲ
竣
成
シ
タ
リ

在
二
於
ケ
ル
校
ノ
建
物
ニ
シ
テ
其
ノ
功
労
亦
多
大
ナ
リ

一
、
明
治
四
十
年
七
月
東
京
美
術
學
校
二
園
画
師
範
科
ヲ
増
設
シ
又
同
年
十

一
月
彫
刻
科
ヲ
分
チ
テ
塑
造
、
木
彫
、
牙
彫
ノ

――一部
卜
為
シ
大
正
三
年

ニ

圏
案
科
ヲ
第
一
部
（
エ
藝
闘
案
）
第
二
部
（
建
築
闘
案
）

新
二
製
版
科
ヲ
設
置
シ
大
正
四
年
二
｛
鳥
員
科
ヲ
設
置
シ
大
正
十
二
年
二
岡

ニ
分
チ
同
年
又
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タ
ル
所
ニ
シ
テ
著
シ
キ
功
紹
ノ
一
部
ヲ
為
セ
ル
モ
ノ

ト
ス

一
、
美
術
學
校
長
在
職
ノ
間
夙
二
日
本
美
術
ヲ
欧
米
各
國
二
紹
介
シ
テ
其
箕

債
ヲ
世
界
的
二
昂
掲
ス
ル
ニ
努
カ
シ
タ
リ
明
治
舟
七
年
米
國
二
於
ケ
ル

聖
路
易
萬
図
博
覧
會
、
同
四
十
三
年
英
國
二
於
ケ
ル

日
英
博
究
會
ノ
如
キ

執
モ
日
本
美
術
品
出
陳
ノ
関
係
ニ
ョ
リ
親
シ
ク
其
地
二
差
遣
サ
レ
盛
痒
ス

ル
所
ア

リ
又
大
正
十
一

年
佛
國
巴
里
二
於
ケ
ル
官
設
美
術
展
覧
會
へ
本

邦
美
術
品
ヲ
出
陳
セ
シ
時
、
最
近
ニ
ハ
昭
和
四
年
佛
國
巴
里
二
日
本
絵
盟

ノ
展
買
會
ヲ
開
キ
タ
ル
時
、
昭
和
六
年
二
獨
逸
ノ
伯
林
苑
牙
利
ノ
「
プ
タ

〔
マ
マ
〕

ペ
ス
」
二
於
テ
日
本
画
ノ
展
買
會
ヲ
開
キ
又
同
年
ノ
秋
北
米
合
衆
國
ノ

「
ト
リ
ド
」
市
紐
育
市
其
他
ノ
各
地
二
開
キ
タ
ル
日
本
盟
ノ
展
烈
〔
会
〕

ノ
如
キ
執
モ
皆
其
成
立
二
関
シ
テ
重
要
ナ
ル
指
涵
提
唱
者
タ
リ

博
覧
會
関
係
功
絞

一
、
明
治
舟
四
年
十
一
月
内
閣
ョ
リ
第
五
回
内
國
勧
業
博
覧
會
評
議
員
ヲ
被

仰
付
同
舟
六
年
一
月
同
博
臆
會
審
査
官
ヲ
被
仰
付
第
九
部
第
十
部
出
品

ノ
審
査
ヲ
握
任
ス

一
、
同
舟
六
年
七
月
臨
時
博
覧
會
評
議
員
ヲ
被
仰
付
同
年
九
月
同
博
究
會
鑑

査
官
ヲ
被
仰
付

一
、
同
舟
七
年
八
月
米
國
聖
路
易
萬
國
博
覧
會
参
同
事
務
ノ
為
メ
米
國
へ
被

差
造
同
年
十
一
月
十
四
日
帰
朝
ス

一
、
同
四
十
二
年
四
月
日
英
博
覧
會
評
議
員
ヲ
被
仰
付

覧
會
事
務
局
ョ
リ
美
術
及
歴
史
二
関
ス
ル
出
品
計
蜜
委
員
長
ヲ
嘱
託
サ
レ

英
博
屁
會
鑑
査
官
ヲ
被
仰
付

六
月
文
部
省
ョ
リ
同
省
出
品
計
壼
審
査
委
員
ヲ
粛
託
セ
ラ
ル

ハ月

十
一
月
日

同
年
五
月
日
英
博

一
、
同
四
十
三
年
二
月
二
日
差
造
ノ
命
ヲ
受
ケ
テ
英
國
へ
向
ヒ
出
発

日
英
描
覧
會
事
務
局
ョ
リ
美
術
部
審
査
主
任
及
数
育
部
、
心
薮
部
、
婦
人

部
、
染
織
工
業
部
ノ
審
査
兼
任
ヲ
命
セ
ラ
ル
同
年
十
一
月
二
十
日
帰
朝

一
、
大
正
三
年
九
月
臨
時
博
覧
會
鑑
査
官
ヲ
被
仰
付

美
術
審
査
委
員
會
関
係
功
績

一
、
明
治
四
十
年
文
部
省
二
於
テ
美
術
審
査
委
員
會
ノ
制
定
ア
リ
テ
毎
年
十

月
美
術
展
屁
會
ヲ
開
催
七
ラ
ル
、
二
依
リ
同
年
八
月
十
三
日
同
委
員
會
主

事
ヲ
命
ゼ
ラ
ル
此
ノ
美
術
審
査
委
員
會
ノ
制
度
ノ
瓶
設
卜
延
イ
テ
展
詫

會
ノ
開
催
ト
ハ
宜
二
正
木
校
長
卜
鴬
時
ノ
専
門
學
務
局
長
福
原
鍛
二
郎
ノ

両
者
首
唱
提
案
ニ

ョ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
後
大
正
八
年
九
月
二
至
ル
マ
デ
十

二
年
間
継
絞
シ
テ
主
事
ノ
職
二
在
リ
営
初
幾
多
ノ
困
難
ヲ
排
除
シ
中
間
又

多
ク
ノ
波
瀾
ヲ
浚
ギ
遂
二
文
部
省
美
術
展
既
會
ノ
盛
名
ヲ
天
下
二
馳
セ
シ

メ
タ
ル
ハ
主
事
ト
シ
テ
其
功
績
ノ
多
大
ヲ
認
メ
ラ
ル
ベ
キ
ナ
リ

帝
國
美
術
院
関
係
功
絞

一
、
大
正
八
年
九
月
八
日
帝
國
美
術
院
幹
事
ヲ
被
仰
付
昭
和
六
年
一
月
廿
五

日
迄
継
絞
其
職
二
在
ル

コ
ト
十
二
年
餘

ニ
シ
テ
幹
事
ヲ
免
ゼ
ラ

レ
同
日
更

ニ
帝
國
美
術
院
長
ヲ
被
仰
付
現
二
在
職
中
ナ
リ

一
、
帝
闊
美
術
院
モ
毎
年
一
回
美
術
展
買
會
ヲ
開
設
ス
ル
規
定
ニ
シ
テ
其
事

務
ノ
練
轄
ハ
主
ト
シ
テ
幹
事
ノ
管
掌
二
属
ッ
前
記
美
術
審
査
委
員
會
ノ
展

覧
會
二

比
シ
時
代
ノ
進
運
二
語
ヒ
規
模
益
々
大
ト
ナ
リ
内
容
又
複
雑
ヲ
加

ヘ
幹
事
ノ
職
ハ
前
主
事
ノ
時

二
比
シ
一
陪
功
績
ノ
偉
大
ナ
ル
ヲ
認
ム
ベ
キ

モ
ノ
ト
思
料
ス

工
藝
審
査
委
員
會
関
係
功
紹

一
、
エ
独
審
査
委
員
會
ハ
製
商
務
省
ノ
瓶
設
ス
ル
所
ニ
シ
テ
初
メ
闘
案
及
應

ス
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一
、
同
十
四
年
六
月
一
日
内
閣
ョ
リ
営
繕
管
財
局
顧
問
ヲ
被
仰
付

一
、
昭
和
二
年
九
月
十
五
日
内
務
省
ョ
リ
明
治
神
宮
外
苑
管
理
評
議
委
員
ヲ

嘱
託
七
ラ
ル

一
、
同
一
―
一
年
十
月
十
三
日
内
閣
ョ
リ
封
支
文
化
事
業
調
査
會
委
員
ヲ
被
仰
付

一
、
同
四
年
四
月
十
日
宮
内
省
ョ
リ
臨
時
正
倉
院
賓
庫
調
査
委
員
會
委
員
ヲ

出
品
鑑
査
員
ヲ
嘱
託
セ
ラ
ル

仰
付

一
、
同
四
十
四
年
五
月
十
七
日
文
部
省
ョ
リ
通
俗
数
育
調
査
委
員
會
委
員
ヲ

用
作
品
展
覧
會
卜
稲
シ
大
正
二
年
十
月
二
其
ノ
第
一
回
ヲ
開
キ
タ
ル
ト

キ

審
査
委
員
ヲ
嘱
託
サ
レ
大
正
七
年
ニ
エ
藝
展
覧
會
卜
改
稲
シ
大
正
八
年
ニ

又
工
藝
審
査
會
卜
改
稲
サ
レ
其
委
員
ハ
内
閣
ョ
リ
被
仰
付

コ
ト
、
為
レ

リ
而
シ
テ
大
正
二
年
以
来
昭
和
六
年
二
至
ル
マ
デ
毎
年
其
審
査
員
ヲ
被

仰
付
是
亦
盛
カ
ス
ル
所

ノ
功
績
多
大
ナ
リ

各
種
委
員
、
評
識
員
、
顧
問
等
関
係
事
絞

一
、
明
治
舟
五
年
一
月
廿
七
日
文
部
省
ョ
リ
普
通
数
育
二
於
ケ
ル
岡
盟
取
調

委
員
長
ヲ
命
七
ラ
ル

一
、
同
舟
六
年
七
月
廿
二
日
文
部
省
ョ
リ
圏
甕
数
科
書
編
纂
委
員
長
ヲ
嘱
託

セ
ラ
ル

一
、
同
四
十
年
十
月
廿
六
日
東
京
市
長
ョ
リ
東
京
市
立
日
比
谷
圏
書
館
評
識

員
ヲ
嘱
託
セ
ラ
ル

一
、
同
四
十
三
年
五
月
廿
七
日
内
閣
ョ
リ
議
院
建
築
準
備
委
員
會
委
員
ヲ
被

被
仰
付

一
、
大
正
七
年
七
月
十
八
日
内
閣
ョ
リ
臨
時
脳
院
建
築
局
顧
問
ヲ
被
仰
付

一
、
同
十
―
――年
十
二
月
廿
三
日
農
商
務
省
ョ
リ
萬
闊
装
飾
美
術
工
荻
悼
買
會

命
ゼ
ラ
ル

一
、
同
五
年
七
月
三
日
内
閣

ョ
リ
圃
際
観
光
委
員
會
委
員
ヲ
被
仰
付

一
、
同
六
年
十
月
一
日
内
閣

ョ
リ
國
立
公
園
委
員
會
委
員
ヲ
被
仰
付

官
等
及
位
動
〔
省
略
〕

か
く
て
正
木
校
長
時
代
は
終
り
、
東
京
美
術
学
校
は
新
た
な
時
代
を
迎
え

た
。
こ
の
変
革
期
に
際
し
て
幹
事
の
戦
が
復
活
し
、
四
月
十
三
日
に
矢
代
幸
雄

が
こ
れ
に
任
命
さ
れ
て
赤
間
信
義
を
補
佐
し
た
。
た
だ
し
、
六
月
十
一
日
の
教

務
分
掌
規
定
改
正
に
よ
り
幹
事
の
戦
は
解
消
さ
れ
た
。

④

後
任
校
長
問
題

「
諸
新
聞
切
抜
」
を
見
る
と
正
木
直
彦
校
長
退
官
前
後
の
昭
和
七
年
三

S
五

月
に
後
任
校
長
の
人
選
を
め
ぐ
っ
て
種
々
の
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
校

内
か
ら
選
ぶ
場
合
は
和
田
英
作
が
最
も
有
力
で
あ
る
と
い
う
記
事
（
三
月
二
十

五
日
『
中
央
新
聞
』
）
、
文
部
省
が
「
直
轄
學
校
長
中
切
つ
て
の
や
り
手
」
で
あ

る
東
京
音
楽
学
校
長
乗
杉
嘉
寿
に
白
羽
の
矢
を
立
て
、
極
力
交
渉
中
で
あ
る
と

い
う
記
事
（
同
月
二
十
七
日
『
読
売
新
聞
』）
、
文
部
省
宗
教
局
長
が
候
補
に
挙

げ
ら
れ
た
が
本
校
内
に
反
対
運
動
が
起
こ
っ
た
た
め
辞
退
し
た
と
い
う
記
事

（
四
月
一
日
『
時
事
新
報
』
）
、
校
内
か
ら
候
補
を
挙
げ
る
こ
と
に
な
り
、
和
田

英
作
、
津
田
信
夫
、
結
城
素
明
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、
和
田
か
結
城
が
推
さ
れ
る

可
能
性
が
強
い
と
い
う
記
事
（
五
月
二
十
四
日
『
国
民
新
聞
』
）
な
ど
が
出
て

い
る
。
正
木
の
『
十
一
二
松
堂
日
記
』
に
よ
っ
て
も
そ
の
間
の
動
き
が
推
察
さ
れ

る
が
、
正
木
自
身
は
和
田
英
作
を
推
す
考
え
だ
っ
た
ら
し
い
。
五
月
十
九
日
の

日
記
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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